
令和８年度 中塩田小学校 学校自己評価 前期報告（児童･保護者）共通の項目 

 

１． 学校に通うのが楽しい 

【低学年】                  【高学年】 

【保護者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．家族や地域の方に気持ちよいあいさつをしている 

【低学年】                   【高学年】 

【考察】 

「①とても楽しい」と「②楽しい」の割

合が低学年児童 89％、高学年児童 85％。

保護者 90％と肯定的な評価の割合が高

くなっている。（特に高学年は昨年度よ

り 12％高くなった。）落ち着いた環境で

生活し、学習できていることが大きな要

因と思われる。引き続き、子どもたちに

とって居心地の良い学校づくりを進め

ていきたい。 



【保護者】 

 

 

３．人権教育 

【低学年】                   【高学年】 

【保護者】 

 

 

【考察】 

児童、保護者ともに、①と②を合わせると、

あいさつができている割合が高い（低学年

88％、高学年 81％、保護者 88％）特に保護

者の方の①②の割合は昨年度よりも 20％近

く高くなった。学校内に限らず家庭や地域に

おいても、あいさつができたことを認め、さ

らに「自分からあいさつ」の意識を育ててい

きたい。 

【考察】 

児童、保護者ともに①と②を合わせると

90％以上の高い割合となっている。（昨

年度同時期の調査より 5％以上高い値） 

引き続き、一人ひとりの存在を大切にし

た授業づくり、学校生活が送れるよう心

がけていきたい。 



４．粘り強く継続して取り組む姿勢（責任感） 

【低学年】                  【高学年】 

 

【保護者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

外で体を動かす事が好きな児

童とそうでない児童が高学年で

特に 2 極化している。体育の授

業やマラソン月間等の活動を通

して、運動への意欲をもたせて

いきたい。 


